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STZ糖尿病ラットにおける尿酸代謝の実験的研究およびRN人付加の影響

日本女大家政　　　○村上智子　　阿部恒男　　加藤千晶
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尿病患者の血清尿酸値は非糖尿病者よりも低いことが以前から報告されている

験的糖尿病ラットにおける尿酸代謝について検討したところ、対照群よりも高

値を示した。そこで今回は食餌性プリン体として　yeast R Ｎ Ａ を付加した飼料

ことによる尿酸代謝の変動について検討するとともに、高速液体クロマドグラ

いてラット肝臓中に含まれる核酸の中間代謝産物を測定することにより。食餌

摂取に対する尿酸代謝の応答性について比較検討した。

験動物には６週齢のS D 系雄ラットを用いた。ストレプトソトシン　55iig/kgを

与することにより糖尿病群とし. さらに４週間後に両群に対して　yeast R Ｎ Ａ

したプリン体付加食群を作り、計４群とした。尿酸・クレアチニン・グルコー

び血清について、アルブミン・タンパクは尿についてのみ経時的に測定した。

ト肝ホモジネイトより試料を調製し高速液体クロマトグラフィーを用いて尿酸

ン・ヒポキサンチンおよびアデニン・グァニンの分析を行なった。

尿中尿酸値は糖尿病群において有意に高値を示し, R N A付加による影響につい

病群・対照群ともにR N A付加により顕著に上昇した。血清尿酸値も糖尿病群に

意に高値を示したが, R N A付加による影響はみられなかった。また、肝臓中の
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により有意に高値を示し、これをキサンチン・ヒポキサンチン・アデニ

分析結果と合わせて考えると, R N A付加により核酸の代謝過程の中でグ
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的
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加藤千晶　阿部恒男　村上智子

『g ≪l＼　糟尿病における高尿酸血症については、まだ不明な点が少くない。我々は、糖尿病

の程度と血中尿酸レベルとの関連の有無について検討する目的で実験を行った。万薦TI　生

後6 ii齢のS D 系雄ラットを用い、S T Z 投与50ig／kg群（　以下50●g／kg群）,40ig／kg（以

下40・g／kg群）.対照群の３群に分け各群12匹とし７週間飼育した。飼育中、体重、摂食量

尿量、尿中および血中の糖、尿酸、クレアチニンを測定した。また、飼育最終日に各群か

ら無作為に２匹ずつ採血後、腎臓を摘出し光顕的観察を行った。1ｺｉ］50・g／kg群、40・ｇ

／kg群ともにS T Z 投与後2　日目から体重は対照群より有意に低い値を示し、一方.摂食

量は高い値を示したがいずれの変化も50・g／kg群で大であった。尿量はS T Z 投与後1日

目から. 50・g／kg群、40ig／kg群ともに対照群より有意に増加した。血楯、血中尿酸は両

者とも50●g／kg群. 40●g／kg群ともにS T Z 投与後対照群より有意に高値を示した。50ag

／kg群の方が40重g／kg群よりも常に高い値を示し、S T Z 投与後5週目に血糖は対照群

135.4　±1 9 . 2ig／d 1　であったのに対し. 50●g／l<g群470.2　±168.5●g／d1 .40ig／kg群180.0

±5 1 . 6●g／dI　であり、血中尿酸は対照群4.76±1 .41●g／dl　に比し. 50ig／kg群7.18土2.54

・g／d1.40・g／kg群B. 71±2 . 80ig／dI　であった。尿中軸.尿中尿酸もs T z 投与後1　日目か

ら投与群両者で対照群より高値を示したが. 40・g／kg群では有意差はなく、やや高い値を

示すにとどまった。腎光顕H ．E.染色像では、腎w. 細管遠位部の細胞の空胞化を50・g／kg群

40ig／kg群ともに認めた。糸球体、尿細管近位部.集合管にはほとんど変化がみられなか

った。糖尿病では血糖値上昇の程度が増すとともに血中尿酸値が上昇することが示された


